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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２０年　９月　３日　(水)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　本川　沙織　記録者　廣瀬　唯

	小向
	佐々木
	月舘
	スバベイ
	松沢
	清川
	田村
	藤田
	橘
	阿部
	

	　　　　　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	深夜
	深夜
	Ａ留守
	○
	準夜
	CD留守
	　公休
	CD留守
	CD留守
	○

	中野
	相間野
	本川
	川守田
	田ノ上
	沢上
	福士
	板橋
	高橋
	庭田
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	公休
	○
	公休
	○
	○
	公休
	準夜
	公休
	○

	三和
	山地
	石岡
	廣瀬
	吉田
	諏訪
	盛田
	玉木
	前田
	天間
	

	深夜
	準夜
	○
	○
	公休
	○
	業務
	公休
	　学校
	学校
	

	田中
	松山
	油津
	相馬
	
	
	
	
	
	

	公休
	業務
	公休　
	CD留守
	
	
	
	
	
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞
· 生保実態調査の為の回答表記入、９/７までに各受け持ちNｓ入力お願いします。

（玉井　悠策様・北山　和子様・荒谷　正毅様・鈴木　サダ様・木ノ下　ツヨ様・　　田村　耕一様・上田　正男様）以上７名です。

みんなの共有→SW室→生保実態調査→病棟　

· ９/８　１０時から午前中だけ防災のビデオ上映します。各ユニットＡＢ・ＣＤで上映します。

· ９/１２にスタッフ対象の避難訓練がありますので、当日迅速に行動できるように周知してください。

· カルテ綴り順で、不備があるカルテには黄色い付箋のチェックをしていました。整理されていないカルテは早急に整理して下さい。9月より再度チェックしていきます。

· ６月分のカルテを９／６に西垣さんのところへ下ろしますので、それまでにカルテチェックを終了させておきましょう。

· 一時的な患者移動をする場合について、正式な移動でなくても、移った先の病棟のスタッフが患者様を見てカルテを記載する様にしてください。移した側も見に行き記載をするようにして下さい。

＜田名部Ｄｒケースカンファ＞

· 鳥谷部　國光様～最近残食目立ち、本日も朝食、昼食共に摂取量が少ない為、本日点　

滴指示あり施行しています。

　　　　　　　　　摂取時、口を硬く開けず、口腔内への溜め込み見られており、摂取出きない状態となっています。又、身体の反りが著しく、昼食時ギャッチアップで行ってみたものの、姿勢維持困難でずり落ち見られています。個別プログラム以外でも適宜、筋肉の運動を施行していきましょう。

　　　　　　　　　点滴については田名部Ｄｒ、明日の状態を診て再度考えるとの事です。

· 板垣　福蔵様～食事の際、痰絡みあり嚥下困難さ見られています。食事摂取時のむせ　　

込みも見られています。今後について面談していくと田名部Ｄｒより
　　　　　　　　お話ありましたので、受持ちスタッフは、御家族へ連絡して下さい。

· 佐々木　栄子様～退院の話を進めていくと田名部Ｄｒよりお話ありましたので、受持　
ちスタッフはご家族へ連絡して下さい。
※田名部Ｄｒは、月曜から木曜の15：30からであれば都合が良いとの事ですので、

　御家族へその旨伝え、面談日・時間を設定してください。

＜患者様状態報告＞

· 大渡　福蔵様～身体状態悪化の為、本日９時岸原病院へ転院となっています。肺炎と　　　

の診断でした。胃ろうは以前に大腸の手術をしており、癒着などが　　　　　　　　　　　　　　　　

あれば難しいとの事です。まずは肺炎の治療を優先にしていきましょうと岸原病院より報告がありました。　

御家族より、私物は土曜日に車で取りに来るそうです。（訓練室に置いています）

· 市橋　ヒデ様～夜間のふらつき強く、トイレ誘導困難な為、今後オムツとパットで対　

応して行きたい事、業者のパット使用も視野にいれ考えていただきたい事をご家族に伝えていきましょう。

＜褥瘡状態＞

· 古川　徳一様～臀部に水疱見られ、アズクロ+ラップ療法施行しています。皮膚状態を　　

観察し、適宜体位交換施行していきましょう。

· 見付　喜久様～右臀部に水疱見られ、アズクロ+ラップ療法施行しています。水疱の場　

所からして、オムツの圧迫によるものと考えられます。きつくテープ

　　　　　　　　をとめないようにしていきましょう。

· 中川原　キヨ様～背中（腰周辺）に表皮剥剥離見られ、アズクロ+ラップ療法施行して　
　　　　　　　　　います。皮膚状態観察し、摩擦を避けるため時折、自床で休んで頂き　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　ましょう。

＜皮膚科診察報告＞　

· 五十嵐　タイ様～左第４指に急性湿疹あり、抗生物質・副腎皮質ホルモン剤（テラコ　

ートリル）１回/日塗布の指示あります。掻痒感・皮膚の悪化の有無　

　　　　　　　　　を観察していきましょう。

· 野月平　チエ様～下肢の掻痒感ある事から、抗ヒスタミン剤（タベジール）２Ｔ

　２×１　７Ｔ（９/３夕～９/１０朝）臨時処方となっています。

　　　　　　　　　引き続き、掻痒感の有無観察し引っかき傷を作らないよう説明

　　　　　　　　　していきましょう。

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

· 横田　ケイ子様～プログラムは誘導して参加し見学しています。個別で音読を行って　

いますが、拒否はありません。その場では文章内容が少しわかる様子です。認知機能低下防止のため継続していきます。

· 上田　正男様～プログラムへは普段通り参加しており、体操は行っていますが活動は

見学しています。特にイライラした様子なく経過しています。他者とのトラブルに注意していきます。

· 谷内　愛子様～不調の訴えなくプログラム参加していますが、他者に対して干渉的と

なることあります。介入しすぐに治まっていますが、その後もにらんでいることあります。その都度介入していきます。

＜連絡＞

集団プログラムについて、2Fのグループを３グループにできないか検討しています。（現在のＤグループを反応のある方とない方に分ける）先日、皆さんに実施して頂いた評価結果と一緒に報告します。






